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　軽井沢おもちゃ王国は10月 31日、震災
遺児や交通遺児、母子父子家庭児童らを無
料招待する「おもちゃ王国の休日」を開いた。
遊園地を利用することの少ない児童養護施
設の子どもに、遊びを通じて豊かな人間関
係を築いてほしいと毎年実施し14回目。長
野県、群馬県、埼玉県の15施設から約300
人を招待した。児童は観覧車やメリーゴー
ランドなどの乗り物に乗り、渓流釣り体験
などをそれぞれ楽しんだ。彩の国ふかや福
祉会はなこみち（埼玉県深谷市）からは児
童や幼児18人と職員６人が訪問。児童は「観
覧車からの眺めがきれいだった」「スポーツ
カーみたい
に速くて、
ゴーカート
が超楽しか
った」など
と喜んでい
た。

交通遺児ら300人
遊具や渓流釣りを楽しむ L

　職員を派遣するなど、軽井沢
町が継続支援を続けている東日
本大震災の被災地岩手県大槌町
の平野公三町長が10月 28日、
軽井沢町役場を訪れ、藤巻進軽
井沢町長らと懇談した。平野町
長は、8月の大槌町長選で現職ら
2人を破って初当選し、町長就任
後初めて軽井沢町を訪問。支援
に感謝の言葉を述べ、まちづく
りにかける思いなどを語った。
　これからの大槌町について「住
民によるまちづくりを標榜して
いるので、私たちが現場に出向
き、住民の様々な思いを肌で感
じることが一番。個別課題が地
域課題に繋がっていく」と強調。

支援に謝意、まちづくりの思い語る　
岩手県大槌町長、軽井沢へ C

　週に一度だけ営業する「金曜日の本
屋」が10月 23日、軽井沢新聞社の
社屋一角でオープンした。町内の書店
が今年の夏に閉店したことを受けて、
軽井沢ゆかりの書籍を紹介することを
目的に開店。町内在住作家の最新作や、
軽井沢の自然や歴史を扱った本を揃え
ている。初日のこの日には、軽井沢が
登場するノンフィクションノベル『焦
土の恋』の著者・橘かがりさんも書店
を訪問。同書を購入した人と交流して
いた。毎週金曜日の10時から 18時
まで営業する。TEL0267-46-3001

週一度だけオープン、
「金曜日の本屋」がスタート
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　土屋乗馬クラブとおはぎ企画が
共同で、今秋よりポニー馬車の運
行を始めた。ポニーは7歳のメス
で名前は「おはぎ」。障害馬術でイ
ンターハイ出場の経歴もあるおは
ぎ企画の波多野幾也さんが御者を
務める。
　車部分は、フランスやイギリス
で高貴な女性が私的外出に使った
「ヴィクトリア」という馬車に倣い、
自転車や車椅子の部品などを組み
合わせ、3年がかりで波多野さんが
製作。開閉式の幌や夜間走行用に、
前照灯と反射器も設置した。3人乗
りで、時速は3.5～ 4kmと人の歩
くスピードとほぼ同じ。中軽井沢
駅から星野温泉トンボの湯入口ま

貴族の気分で公道を走る
ポニー馬車、運行開始

　軽井沢高校美術部（通称：カルビ）
が2016年 9月 24、25日に軽井沢町で
開かれる主要7カ国（G7）交通大臣会
合のカウントダウンボードを制作して
いる。ボードは開催300日前の記念セ
レモニー（11月 29日）でお披露目さ
れたあと、軽井沢駅構内に設置される。
　ボードは横120cm、縦 200cm。浅間
山と離山を描き、離山には町のキャラ
クター「ルイザちゃん」の顔を表現。
太字で描いたG7の文字の中に、宿場町
の情景を描いた江戸時代の浮世絵など
も参考に、現代までの軽井沢の交通の
歴史を表した。開催までの日数をデジ

交通大臣会合のカウントダウンボード、
カルビが制作中

馬車に乗る波多野さん。フォトウェディングや、馬力
を使って材木を引き出す馬搬や田畑を耕す馬耕など
にも応じる。TEL090-4715-5904（おはぎ企画）

では約30分で走るという。
　利用料金は10分 2000円～。中
軽井沢駅が基本発着地だが、町内
他地区や町外の出張も応じる（輸
送費別途）。波多野さんは「歩くの
と同じスピードで景色が動いて行
く。そのゆったりした時間感覚を
楽しんでほしい」と話している。

タル表示でき
るよう、上部
を横長に切り
抜く。
　カルビ部員
は一年 2 人、
二年 3 人で、
いずれも女子。9月初旬に町の依頼を受
けてから、デザインなどについて昼休
みのミーティングで話し合い、午後の
部活で作品制作を進めてきた。部長で2
年の清水未悠さんは「G7交通大臣会合
の開催を、ぱっと見でいかに簡潔に伝
えられるか心がけた」と話した。

託児所の働き手が少なく0～3
歳の待機児童が増えていること、
約1000戸に増える災害公営住宅
の維持管理などを課題に挙げた。
両町の小中学生の相互交流が続
いていることについて、藤巻町
長は「普段の教育とは違う、生
きた教育を経験させてもらって
いる。大槌町からは頂いている
部分も大きい」と話した。
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